
（
元
気
に
頑
張
ろ
う
三
唱
！
）

大
会
は
労
働
会
館
第
一
～
第

三
会
議
室
に
て
開
催
。
招
集
代

議
員
20
名
で
、
委
任
も
含
め
参

加
16
名
で
大
会
は
成
立
。
大
会

議
長
を
選
出
後
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
は
書
記
長
・
会
計
か

ら
１
号
議
案
～
５
号
議
案
及
び

特
別
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
昼
食
前
に
地
本
共
済
会
総

会
報
告
が
担
当
者
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
質
疑
・
討
論
が

行
わ
れ
９
支
部
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は

三
菱
派
遣
切
り
争
議
の
解
決
報

告
、
ナ
ト
コ
労
組
か
ら
は
組
織

拡
大
の
必
要
性
の
訴
え
。
名
古

屋
地
域
支
部
か
ら
は
Ｆ
Ｍ
愛
知

争
議
の
顛
末
報
告
と
地
域
労
連

が
統
合
さ
れ
る
こ
と
の
発
言
。

新
た
に
公
然
化
し
た
コ
ア
シ
ス

労
組
（
左
の
写
真
）
か
ら
は
、

デ
タ
ラ
メ
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
で
今
回
組
合
結
成
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
、
縦
割
り
の
労
働
行
政

の
中
で
振
り
回
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
会
宣
言
と
、
今

回
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言

（
案
）
」
を
確
認
し
て
い
き
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
こ
数
年
短

時
間
の
大
会
で
し
た
が
、
感
染

予
防
を
し
つ
つ
、
会
場
も
余
裕

の
広
さ
を
保
ち
久
し
ぶ
り
に
長

時
間
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
選
出
さ
れ
た

新
役
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。

今
年
度
役
員

執
行
委
員
長

煤
本
國
治

副
執
行
委
員
長

村
井
真
一

書
記
長

恒
川
義
朗

会

計

金
川
佳
生

執
行
委
員

今
村
光
重
・
小

嶋
町
子
・
氏
家
茂
樹
・
小

林
健
太
郎

会
計
監
査

土
井
英
夫

（
記

執
行
部
）

全
労
連
・
全
国
一
般
労
働
組
合

第
35
回
定
期
大
会

＝
８
月
26
日
・
27
日
（
日
）＝

全
労
連
・
全
国
一
般
労
働
組

合
第
35
回
定
期
大
会
が
、
８
月

26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）
の

両
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
静
岡
県
の
ハ
ー

ト
ピ
ア
熱
海
で
の
リ
ア
ル
開
催

と
な
り
、
当
日
は
59
名
の
参
加

者
で
し
た
。
愛
知
地
本
か
ら
は

恒
川
書
記
長
が
中
央
執
行
委
員

と
し
て
、
氏
家
氏
が
会
計
監
査

役
と
し
て
、
代
議
員
で
煤
本
・
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第
51
回
定
期
大
会
開
催
！

＝ 発 行 ＝

全労連・全国一般
労働組合愛知地方
本部 ＝ 煤本國治

住所：名古屋市熱

田区沢下町９－３

労働会館本館405

全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

10
月
７
・
８
日（
土
日
）働
く
女
性
の
中
央

集
会
in

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

10
月
20
日（
金
）ア
ク
リ
ル
争
議
高
裁
判

決
日

10
月
29
日（
日
）小
牧
平
和
県
民
集
会

11
月
２
日（
木
）愛
労
連
秋
の
地
域
総
行

動

わ
た
し
た
ち
愛
知
地

本
は
９
月
16
日（
土
）に
第

51
回
の
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
８
月
26

日
・
27
日
に
は
全
国
一
般

中
央
本
部
の
定
期
大
会

が
熱
海
で
開
催
。
愛
知
か

ら
は
４
名
が
参
加
し
て
い

き
ま
し
た
。



金
川
両
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
28
名
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
争
議
報
告
が
多
数
あ

り
、
新
た
な
大
き
な
争
議
と
し

て
東
京
地
本
の
「
西
陣
」
（
パ

チ
ン
コ
台
製
造
メ
ー
カ
ー
）
の

廃
業
・
全
員
解
雇
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
埼
玉
地
本
か
ら
は
家

電
販
売
会
社
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
し
て
賃
上
げ
で
六
次
回

答
ま
で
引
き
出
し
た
こ
と
や
、

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
で
15
人
の
組

織
が
全
国
一
般
に
入
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
愛
知
か

ら
は
煤
本
委
員
長
が
日
本
ア
ク

リ
ル
支
部
の
工
場
閉
鎖
・
10
名

組
合
員
の
解
雇
・
組
合
事
務
所

の
立
退
き
等
の
闘
い
の
報
告
を

し
て
支
援
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
会
場
で
争
議
支
援
カ

ン
パ
が
集
め
ら
れ
て
各
争
議
団

へ
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
左
上
写
真
・
カ
ン
パ
贈
呈
）

（
記

Ｔ
）

働
く
権
利
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
、
闘

う
権
利
、
人
権
を
守
る

た
め
に
連
帯
し
、
全
て

の
争
議
に
勝
利
し
よ
う
！

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、

争
議
支
援
の
取
り
組
み

行
動
が
９
月
13
日
に
東

京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
知
地
本
か
ら
２
名

参
加
。
全
国
一
般
と
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
争
議
が
主

な
対
象
で
、
午
後
か
ら

の
行
動
に
合
流
し
て
い

き
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
（
賃
金
・
再
雇

用
差
別
）
、
ノ
バ
・
バ
イ
オ
メ

デ
ィ
カ
ル
（
不
当
配
転
・
差
別
）
、
・

そ
の
後
、
日
本
ア
ク
リ
ル
の
工

場
閉
鎖
・
解
雇
争
議
で
は
米
国

商
工
部
へ
の
要
請
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

最
終
地
点
の
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
Ｓ

Ｌ
広
場
で
は
、
東
京
電
力
の
社

会
的
責
任
や
原
発
事
故
責
任
、

さ
ら
に
は
計
器
工
事
分
会
の
不

当
労
働
行
為
関
与
の
追
及
、
当

日
の
支
援
行
動
対
象
団
体
の
宣

伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
記

Ｕ
）
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「
不
当
解
雇
」
「
不
当

労
働
行
為
」
「
賃
金
差

別
」
は
許
さ
な
い

私
た
ち
は
、
２
月
24
日
名
古
屋

高
裁
へ
控
訴
し
、
第
１
回
公
判
で

即
日
結
審
と
な
り
10
月
20
日
に
判

決
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

高
裁
は
裁
判
所
と
し
て
の
仲
裁

は
せ
ず
会
社
の
和
解
案
を
提
示
。

内
容
は
解
決
金
１
千
万
円
と
、
東

京
都
労
働
委
員
会
へ
の
訴
え
の
取

下
げ
、
組
合
事
務
所
問
題
の
放
棄

を
条
件
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
組

合
と
し
て
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
し
、
９
月
19
日
に

裁
判
所
に
対
し
て
和
解
拒
否
の
連

絡
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
最
高
裁
上
告
も
視

野
に
東
京
都
労
働
委
員
会
で
の
不

当
労
働
行
為
を
追
及
し
て
い
き
ま

す
。
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

そ
し
て
、
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本

と
日
本
ア
ク
リ
ル
経
営
陣
の
不
法

で
不
当
労
働
行
為
を
前
提
に
し
た

解
散
・
首
切
り
は
絶
対
に
許
さ
な

い
断
固
と
し
た
姿
勢
で
臨
み
闘
い

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

全
労
連
を
は
じ
め
全
国
の
仲
間

に
訴
え
支
援
の
輪
を
広
げ
争
議
の

早
期
勝
利
解
決
に
向
け
頑
張
る
決

意
で
す
。

（
日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
）

９.13秋の争議支援行動

新橋駅ＳＬ広場での宣伝行動

米国商工部入居ビルのロビーにて


